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本日の内容

１．工学部技術部について

２．工学部技術部の業務について

３．化学領域班の業務について

学生実験や研究室のはなし

余談ですが

宇都宮大学陽東キャンパス駅（停車場）ができましたー のはなし

２



1. 工学部技術部について ３

1-1. 工学部について

基盤工学科の1学科になっています。

2年次から右の3コースに分かれます。

現在の4年生が基盤工学科の1期生

以前は、4学科

応用化学科

機械システム工学科

電気電子工学科

情報工学科
工学部HPより



４

1-2．工学部技術部の変遷（その1）
平成5年発足当初 5つの系で班が構成されました。

その後

H13年の例 30名の技術職員で構成

技術部長ー技術部長補佐

－第一技術系技術長－先任技術専門職員(3)－機械系技術班班長－専門職員(2)－主任(2)

－電気電子系技術班班長－専門職員(1)－主任－技術職員(2)

－応用化学系技術班班長－－－－－－－主任－技術職員(2)

－第二技術系技術長－先任技術専門職員(2)－建設系技術班班長－専門職員(2)－主任(2)

－情報系技術班班長－専門職員(1)－主任(2)－技術職員

－機械工場技術班班長－主任

1. 工学部技術部について



５

1-2．工学部技術部の変遷（その２）

H16年法人化にあわせ、班編成について検討され、学科横断的に班編成を見直しました。

この時は、基本として希望で各班に分かれました。（若干の人数の偏りはありました。）

技術部長

－統括技術長－情報制御系技術長－情報処理技術班

－環境システム技術班

－生産計測系技術長－計測・分析技術班

－総合機器開発技術班

1. 工学部技術部について



６

1-2．工学部技術部の変遷（その3）
H28年から現在の体制に

現在 15名（年齢構成は50代6名、40代3名、30代3名、20代1名、60代2名）

技術部長ー技術部長補佐

－技術長－機械領域班班長－－－－－－－技術職員(1) 再雇用職員(1)

－電気領域班班長－専門職員(1) 再雇用職員(1)

－化学領域班班長－専門職員(３)

－情報領域班班長－専門職員(1)－技術職員(1)

－機械工場領域班班長－－－－－技術職員(1)

学部の新設とともに、建設系（建築・土木系の技術職員）は、

H28年度より地域デザイン科学部技術部に移行となりました。（現在6名）

1. 工学部技術部について



７2. 工学部技術部の業務について

2-1. 基盤工学科業務
・行事準備、運営
（学部ガイダンス、OC、など。看板等作成他 ）

・試験補助
（基盤工学科）

・入試業務
（学部）

2-2. 教員より業務依頼
・コース業務
・プログラム業務
・研究支援業務

2-3. 事務部との連携業務
・安全衛生巡視
・安全防災に関すること
（防災訓練、防災用品に関すること）

・環境に関すること
他
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８2. 工学部技術部の業務について

2-4. 技術部内業務
委員会
・研修委員会
・地域貢献イベント委員会
・ものづくりイベント実行委員会

ＷＧ
・ホームページＷＧ
・大学の環境について考えるＷＧ
・大学の安全防災について考えるＷＧ

プロジェクト
・切るプロ、水質プロ他３件

技術長として
・朝会の開催（第1、第3水曜日）
・運営委員会開催
・各種とりまとめ（書類の提出など）
・各方面調整（連絡など）
・目標達成のために ＊赤文字は携わっているもの

陽東キャンパス版安全の手引きの改訂協力をおこなった。
また、陽東キャンパスにおける総合防災訓練の実施に協力し
た。

１．防災訓練計画と実施協力
本年度の訓練においては、消防の立ち合いは行われないと

いうことで、自主訓練となった。計画については、感染症対
策として、密をさけるために、訓練は職員のみで縮小して行
うこととした。
地震により火災が発生した想定により防災訓練（地震避

難）と消防訓練を合わせた総合防災訓練とし、計画・実施に
協力した。
地震後火災という想定では初めて行ったため、班編成や、

行動に関して、見直さなければならない点もわかり、今後の
計画作成に役立てることとした。

２．安全の手引き（陽東キャンパス版）の改訂
陽東キャンパス版の安全のてびきについて、図の差し替え

や、廃棄物に関する部分についてわかりやすくなるよう改訂
した。

３．安全・防災に関する物品の調達・メンテナンス
感染防止対策関連として、少人数での打ち合わせ等に対応

できるよう、アクリルパーテーションを購入した。
防災用発電機について、定期的に点検していただく中で、

不具合が発見されたため、メンテナンス作業に習熟されてい
る岡事務長の指導の下、技術部中川氏とWGメンバーで協力
し、使用可能な状態にした。機械系のものは、いざという時
に使用できるように、日ごろから使用するなど、メンテナン
スの重要性を再認識した。今後の活動にも生かしていきたい。

・アクリルパーテーション 65,890円

安全防災WG活動報告例



〔事業の目的及び予算を必要とする理由（継続の場合は、継続の意義、必要性等も記入してください。）〕

生涯学習センター等で開催している小学生向け体験教室において、ものづくりの楽しさを実感してもらうことを目的として工作教室・体験教

室を開催する。継続して行っている地域貢献事業であり要望もある。工作教室での材料・工具費用、工作内容検討のための試作材料、資料作り

のために予算が必要である。

〔事業内容等〕（複数年度の事業は、始期及び終期を記入してください。）

R4年度においては、生涯学習センター3件、東図書館、小学校で1件、地域と小学校で一体となっている文化祭で1件工作教室・体験教室を行っ

た。R5年度においてもすでに生涯学習センターから4件の依頼がある。

工作教室の他に、人力発電体験教室など、依頼に合わせた対応を行うことも検討している。

〔参加見込人数〕

西生涯学習センター、中央生涯学習センター、南生涯学習センター、河内生涯学習センター他、各10～30組

〔期待される効果〕

地域貢献活動の一環であり、子供たちに自分で作り上げる喜びや達成感を味わってもらうことができる。

ものづくりを通して、考える、工夫する、集中する機会を設けることは工学部の使命であり、重要なことと考える。体験教室においては、面白

いなと感じるものから新たな学びにつながることが期待される。

９3. 化学領域班での業務について
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3. 化学領域班での業務について

3-1. 物質環境化学コース長、物質環境化学プログラム長
より業務依頼を受けて、業務を行います。
・実験・実習に関わる技術支援、技術指導、安全に関すること、試薬管
理、廃液に関すること。出欠管理、レポート管理。
その他（新規カリキュラム対応準備）
・依頼のあった講義に関する準備、支援
・試験補助
・入試業務
・1日体験教室等行事準備、運営
他

3-2. 教員より業務依頼を受け研究室支援、技術指導を行
います。



113. 化学領域班での業務について

3-1． 授業関連

学生実験Ａ（前期）・Ｂ（前期）・Ｃ（後期）

前期の例 月 火 水 木 金 土 日

１－２ 3年実験Ｂ （朝会） 行事入っ
たりして

３－４ 準備 3年実験Ｂ 準備 準備 準備 大変な時
が・・・

５－６ 3年実験Ｂ 片付け 2年実験Ａ 2年実験Ａ 2年実験Ａ 地域貢献
や1日体験

７－８ 3年実験Ｂ （ゼミ） 2年実験Ａ 2年実験Ａ 2年実験Ａ などなど

９－１０ 片付け 片付け 片付け



123. 化学領域班での業務について

参考：実験A 日程表

＊割愛させていただきました。
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3. 化学領域班での業務について

3-２. 教員より業務依頼を受け研究室支援、技術指導
・電気化学の研究室 無機工業化学研究室 の支援、学生指導補助
・30年以上携わっています。
・当初は教員3名の大講座でメンバーも多いときで30人近くいました。
現在は、准教授と学生、自分含め12名の研究室
・装置の保守、トラブル対応
・SEM・EDXの装置指導、観察
・XRD測定と装置指導
・試料作成、加工補助
・廃液処理 ←少しずつですが（昨日色々教えていただきました。）



143. 化学領域班での業務について

3-２. 教員より業務依頼を受け研究室支援、技術指導
・電気化学の研究室 ということで、具体的には、めっきな
ど表面技術、電極材料の研究etc.
・SEM・EDXの測定指導や、観察
・XRD測定と装置指導
・試料作成、加工
・廃液処理 ←引っ越しで移動。少しずつですが。
と書きましたが、難しいことが。
・装置の保守、トラブル対応も結構あります。
（装置の年季が入ったものが多いのも原因です。）

・めっきについては、はじめのころから無電解めっきを行い、学生実験にも導入
したりしてきましたが、カリキュラムの変更で、実験ABになるときにテーマは
削除されました。（専門的すぎるとかいろいろな理由です。）
今は、1日体験化学教室（テーマは隔年）で、「めっきの世界へようこそ」とい
うテーマで紙にめっきしたりしてます。



15

今が旬の？宇都宮にぜひお越しください。
9月は関連イベントが多いかもです。

余談ですが
宇都宮大学陽東キャンパス駅（停車場）ができましたー
のはなし

8/26のオープンのとき、 ゼロから１をつくるって
ほんとに大変なことだなと話されている方がいました
が、ほんとうにそうだな、すごいことだな と思った
次第です。

宇都宮のLRTが感動的に出発進行しました。



写真は、先週産業創造プラザのイベントで、
地域貢献メンバーで人力発電と工作教室を
行った一コマです。

1６



地域貢献イベント委員会の活動から、
技術部オリジナル工作 キリンさんノギス

17

ご清聴
ありがとうございました。
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